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第４章
１．既存の歴史遺産の調査の概要
　川越藩の城下町であった本市は、地域の記録として『川越索

そう

麵
めん

』（1749）、『多
た

濃
の

武
む

の雁
かり

』（1753）、『川越

地理略』（1767）、『川越年代記』（1781）などが江戸時代より版行されています。これらは武士や僧侶に

より書かれた地誌ですが、江戸時代の後期に入ると、これまでの地誌の集大成ともいえる『武蔵三芳野

名勝図会』（1801）が、町人である中島孝昌により作成されました。

　明治時代以後は行政主導の地誌編さんが多くなり、もとは江戸時代に幕府により編さんされた『新編

武蔵風土記稿』が、明治17年（1884）に出版されました。また、大正２年（1913）には、川越の郷土

史家である安
あん

部
べ

立
たつ

郎
ろう

が『入間郡誌』を編さんしました。

　大正４年（1915）に安部立郎らが設立した私立川越図書館は、後に町立の図書館となり、現在の川

越市立図書館の礎となりました。図書館では、長らく郷土資料の収集と研究を行ってきましたが、特に

昭和11年（1936）に図書館内に設置された「川越史料調査研究会」は、市内の史跡名勝の調査や伝説

の採集、郷土人についての伝記編集を行い、『川越の史跡名勝案内』や『川越の伝説』などを出版しまし

た。

　また、各地域の自治会や公民館などが中心となって郷土史を研究しようとする動きもあり、『川越の地

誌』（1952）、『仙波の郷土史』（1955）、『大東の歴史』（1956）、『高階村史』（1958）、『霞ヶ関の歴史』（1962）

などが次々と刊行されました。

　昭和29年（1954）から昭和33年（1958）にかけて、岸伝平を始めとする郷土史家が「川越叢書刊

行会」を結成し、『川越閑話』（1954）、『川越夜船―新河岸川舟運史』（1954）など全10巻を刊行しました。

川越叢書の刊行は、当時の郷土研究の集大成であり、また将来の『川越市史』の編さんに備えることも

目的にしていました。これらの成果を受けて、昭和37年（1962）より『川越市史』の編さん事業が開

始され、昭和61年（1986）までの間に、通史５巻７冊、資料集17点が刊行されました。
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　このほか、埼玉県や川越市など、行政によって年代ごとや文化財種別ごとの調査を行っています。そ

の内容は次の通りです。

川越市史関連刊行物一覧

書名 編者 刊行年

川越市立小学校沿革誌写　（第１分冊・第２分冊）

川越市役所総務部
市史編纂室

昭和40年（1965）

川越市合併史稿

昭和41年（1966）

川越町役場職員名簿１・２・３

川越市・村合併聞き書（川越市史資料集　第２集）

川越市特別職並びに議員名簿（川越市史資料集　第３集）

川越・狭山工業住宅団地造成聞き書（川越市史資料集　第４集）

川越市史　民俗編 昭和43年（1968）

川越の政治と生活の聞き書（川越市史資料集　第５集） 昭和44年（1969）

明治から大正へ　聞き書１（川越市史資料集　第６集） 昭和45年（1970）

川越市史　第１巻　原始古代編

昭和47年（1972）川越市史　第５巻　現代編Ⅱ

川越市史　史料編　近世Ⅲ

明治から大正へ　聞き書２（川越市史資料集　第７集）
昭和48年（1973）

川越の石佛

川越市史　史料編　中世Ⅱ 昭和50年（1975）

川越市史　史料編　近世Ⅱ 昭和52年（1977）

川越市史　第４巻　近代編
昭和53年（1978）

川越市史　史料編　近世Ⅰ

川越市史　第５巻　現代Ⅰ 昭和56年（1981）

川越市史　第３巻　近世編

川越市庶務課
市史編纂室

昭和58年（1983）

川越市史研究 昭和59年（1984）

川越市史　第２巻　中世編 昭和60年（1985）

川越市史年表
昭和61年（1986）

川越市史写真集

川越市史研究　第２号

川越市立図書館

昭和62年（1987）

川越市史研究　第３号 昭和63年（1988）

川越市史文書複製集 平成４年（1992）

川越市史研究　第４号 平成５年（1993）
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埼玉県文化財把握調査報告書一覧
文化財の類型 タイトル 発刊 刊行年 

有形文
化財

建造物

埼玉県の民家 埼玉県教育委員会 昭和47年（1972）
埼玉県明治建造物緊急調査報告書 埼玉県教育委員会 昭和54年（1979）
埼玉の近世社寺建築（埼玉県有形文化財調査報告書１） 埼玉県教育委員会 昭和59年（1984）
埼玉県大正建造物緊急調査報告書（埼玉県有形文化財調査報告書２） 埼玉県教育委員会 昭和60年（1985）
埼玉県の近代化遺産 埼玉県教育委員会 平成８年（1996）
埼玉県の近代和風建築 埼玉県教育委員会 平成29年（2017）

絵画・
工芸品

金工品所在緊急調査報告書１ 埼玉県教育委員会 平成３年（1991）
埼玉県仏教絵画調査報告書 埼玉県教育委員会 平成５年（1993）

彫刻
美術工芸品（彫刻）所在緊急調査報告書１ 埼玉県立博物館 昭和60年（1985）
美術工芸品（彫刻）所在緊急調査報告書２ 埼玉県立博物館 昭和61年（1986）
美術工芸品（彫刻）所在緊急調査報告書３ 埼玉県立博物館 昭和62年（1987）

古文書

埼玉県古文書所在目録 埼玉県教育委員会 昭和35年（1960）
埼玉県寺院聖教文書遺品調査報告書１目録編 埼玉県立博物館 昭和59年（1984）
埼玉県寺院聖教文書遺品調査報告書２解説・史料編 埼玉県立博物館 昭和59年（1984）
明星院・奥貫家・井上家文書目録（埼玉県立文書館収蔵文書目録　第28集） 埼玉県立文書館 平成元年（1989）

歴史資料

埼玉県板石塔婆所在地目録 歴史資料館 昭和56年（1981）
埼玉県板石塔婆調査報告書１本文・図版編 歴史資料館 昭和56年（1981）
埼玉県板石塔婆調査報告書２資料編 歴史資料館 昭和56年（1981）
埼玉の算額（埼玉県史料集　第２集） 埼玉県立図書館 昭和44年（1969）

民俗文化財

埼玉の民俗 埼玉県教育委員会 昭和41年（1966）
埼玉の万作（埼玉県民俗芸能緊急調査報告書　第１集） 埼玉県教育委員会 昭和53年（1978）
埼玉県民俗地図 埼玉県教育委員会 昭和54年（1979）
埼玉県史民俗調査報告書 埼玉県県史編さん室 昭和55年（1980）
埼玉の神楽（埼玉県民俗芸能緊急調査報告書　第２集） 埼玉県教育委員会 昭和55年（1980）
埼玉の地芝居（埼玉県民俗芸能緊急調査報告書　第３集） 埼玉県教育委員会 昭和56年（1981）
埼玉の民謡 埼玉県教育委員会 昭和56年（1981）
獅子舞の分布と伝承（埼玉県民俗芸能緊急調査報告書　第４集） 埼玉県教育委員会 昭和57年（1982）
埼玉県民俗工芸緊急調査報告書　第１集　唐臼 民俗文化センター 昭和59年（1984）
埼玉県民俗工芸緊急調査報告書　第２集　曲物 民俗文化センター 昭和60年（1985）
埼玉県民俗工芸調査報告書　第３集　埼玉の鍛冶 民俗文化センター 昭和60年（1985）
川越の職人昭和59年度 民俗文化センター 昭和60年（1985）
埼玉の祭り（埼玉県祭礼基本資料収集調査報告書） 埼玉県教育委員会 昭和60年（1985）
埼玉県民俗工芸調査報告書　第４集　埼玉のかわら 民俗文化センター 昭和61年（1986）
埼玉県民俗工芸調査報告書　第５集　埼玉の桐細工 民俗文化センター 昭和62年（1987）
埼玉の餅搗き踊り（埼玉県民俗芸能調査報告書第６集） 民俗文化センター 昭和62年（1987）
埼玉県の諸職 民俗文化センター 昭和63年（1988）
埼玉の祭り囃子３（埼玉県民俗芸能調査報告書　第９集）比企・入間地方編 民俗文化センター 平成２年（1990）
埼玉の和菓子（埼玉県民俗工芸調査報告書　第13集） 民俗文化センター 平成11年（1999）

記念物

遺跡

古墳調査報告書　第５編　入間地区 埼玉県教育委員会 昭和36年（1961）
埼玉県遺跡発掘調査報告書　第３集　南大塚・中組・上組・鶴ケ丘・花影 埼玉県教育委員会 昭和49年（1974）
埼玉県遺跡地図 埼玉県教育委員会 昭和50年（1975）
埼玉県遺跡発掘調査報告書　第８集　鶴ケ丘 埼玉県教育委員会 昭和51年（1976）

動物
埼玉県動物誌仮目録　第１集 埼玉県教育委員会 昭和47年（1972）
埼玉県動物誌仮目録　第２集 埼玉県教育委員会 昭和47年（1972）
埼玉県動物誌仮目録　第３集 埼玉県教育委員会 昭和48年（1973）

植物 県指定天然記念物＜植物＞緊急現状調査報告書　平成10年度 埼玉県教育委員会 平成11年（1999）
鉱物 埼玉県の地質鉱物 自然史博物館 平成13年（2001）

歴史の道

歴史の道調査参考資料　昭和57年度 埼玉県教育委員会 昭和58年（1983）
新河岸川の水運（歴史の道調査報告書　第８集） さきたま資料館編 昭和62年（1987）
入間川の水運（歴史の道調査報告書　第９集） さきたま資料館編 昭和63年（1988）
川越街道（歴史の道調査報告書　第12集） 埼玉県立博物館 平成２年（1990）
歴史の道調査報告書　第17集　川越・児玉往還 歴史資料館 平成６年（1994）
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川越市文化財把握調査報告書一覧①（発掘調査報告書・古文書目録・史料集類は除く）
類型 タイトル 発行者 刊行年

有形
文化財

建造物

川越の文化財　建造物編 川越市教育委員会 昭和42年（1967）
川越城本丸御殿修理報告書 川越市教育委員会 昭和45年（1970）
蔵造りの町並－川越市伝統的建造物群に関する調査報告書－ 川越市教育委員会 昭和51年（1976）
川越の蔵造り 川越市教育委員会 昭和58年（1983）
菓子屋横町の今と昔 川越市教育委員会 昭和60年（1985）
奥貫家住宅調査報告書 川越市教育委員会 昭和63年（1988）
都市景観重要建築物等保存計画調査 川越市 平成７年（1995）
川越市伝統的建造物群保存地区策定調査 川越市教育委員会 平成８年（1996）
川越の神社建築 川越市教育委員会 平成16年（2004）
旧川越織物市場修復調査報告書 川越市 平成16年（2004）
旧川越織物市場保存計画報告書 川越市 平成17年（2005）
旧山崎家別邸調査報告書 川越市 平成19年（2007）
川越の寺院建築 川越市教育委員会 平成20年（2008）
川越城本丸御殿保存修理工事報告書 川越市教育委員会 平成24年（2012）
旧栄養食配給所等修復調査報告書 川越市 平成27年（2015）
旧山崎家別邸保存修復・活用整備報告書 川越市 平成29年（2017）
時の鐘耐震化工事報告書 川越市教育委員会 平成30年（2018）

古文書 旧南町保有文書調査報告書 川越市教育委員会 昭和56年（1981）

歴史
資料

川越の板碑調査報告書 川越市教育委員会 昭和54年（1979）
川越の金石文　１ 川越市教育委員会 昭和57年（1982）
川越の金石文　２ 川越市教育委員会 昭和58年（1983）
川越の金石文　３ 川越市教育委員会 昭和59年（1984）

民俗文化財

川越の山車 川越市教育委員会 昭和31年（1956）
川越のいしぼとけ 川越市教育委員会 昭和47年（1972）
有形民俗文化財調査報告書 　第１集 川越市教育委員会 昭和53年（1978）
有形民俗文化財調査報告書 　第２集 川越市教育委員会 昭和57年（1982）
川越市の年中行事１ 川越市教育委員会 平成11年（1999）
川越市の年中行事２ 川越市教育委員会 平成13年（2001）
川越氷川祭りの山車行事　本文編 川越市教育委員会 平成15年（2003）
川越氷川祭りの山車行事　音声・映像資料 川越市教育委員会 平成15年（2003）
川越氷川祭りの山車行事　資料編 川越市教育委員会 平成15年（2003）
福原・南古谷地区の民俗 川越市教育委員会 平成17年（2005）
鹿倉家の民具 川越市教育委員会 平成19年（2007）
山田地区の民俗 川越市教育委員会 平成25年（2013）

記念物

史跡河越館跡保存管理計画策定報告書 川越市教育委員会 昭和61年（1986）
川越市歴史の道調査報告書 川越市教育委員会 平成４年（1992）
史跡河越館跡整備基本計画 川越市教育委員会 平成13年（2001）
河越館跡史跡整備基本設計報告書 川越市教育委員会 平成18年（2006）
国指定史跡　河越館跡　第１期整備事業発掘調査報告書 川越市教育委員会 平成22年（2010）
国指定史跡　河越館跡　第１期整備事業報告書 川越市教育委員会 平成22年（2010）

その他

川越市の文化財（初版） 川越市教育委員会 昭和44年（1969）
川越の伝説 川越市教育委員会 昭和56年（1981）
川越の人物誌　第１集 川越市教育委員会 昭和58年（1983）
川越の伝説　続 川越市教育委員会 昭和59年（1984）
ハンドブック　川越の歴史（初版） 川越市教育委員会 昭和60年（1985）
川越の人物誌　第２集 川越市教育委員会 昭和61年（1986）
川越の地名調査報告書 川越市教育委員会 昭和63年（1988）
川越の人物誌　第３集　女性編 川越市教育委員会 平成６年（1994）
川越市文化財案内マップ（初版） 川越市教育委員会 平成16年（2004）
川越市の文化財（第７版改訂） 川越市教育委員会 令和５年（2023）
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川越市文化財把握調査報告書一覧②（発掘調査報告書類）

番号 報告書名 シリーズ
番号 発行者 刊行年

1 川越市仙波古代集落跡発掘報告書 川越市教育委員会 昭和31年（1956）
2 河越館址遺跡－発掘調査概報－ 教1 川越市教育委員会 昭和47年（1972）
3 河越館跡遺跡－第３次発掘調査概報－ 教2 川越市教育委員会 昭和48年（1973）
4 河越氏館跡領域確認調査報告書－1973年調査概報－ 教3 川越市教育委員会 昭和49年（1974）
5 河越氏館跡遺跡確認発掘調査報告書 教4 川越市教育委員会 昭和50年（1975）
6 河越氏館跡発掘調査報告書 川越市教育委員会 昭和52年（1977）
7 河越館跡発掘調査報告書 教5 川越市教育委員会 昭和53年（1978）
8 登野山遺跡（埼玉県立川越西高等学校建設に伴う発掘調査） 川越市教育委員会 昭和55年（1980）
9 喜多院多宝塔古墳 川越市教育委員会 昭和58年（1983）
10 岸町横穴群－発掘調査概報－ 教6 川越市教育委員会 昭和62年（1987）
11 西中原古墳調査報告書 遺1 川越市教育委員会・遺跡調査会

昭和63年（1988）

12 第３浅間下・会下遺跡調査報告書 遺2 川越市教育委員会・遺跡調査会
13 登戸南・会下・浅間下遺跡調査報告書 遺3 川越市教育委員会・遺跡調査会
14 南大塚古墳群 遺4 川越市教育委員会・遺跡調査会
15 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅶ－第２浅間下・旭野・新田屋敷－ 教7 川越市教育委員会
16 河越館跡－下水道工事に伴う調査－ 遺5 川越市教育委員会・遺跡調査会
17 河越館跡Ⅷ－龍光第３遺跡・天王第２遺跡・天王第３遺跡 教8 川越市教育委員会
18 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅸ－龍光第４・天王第５・天王第６－ 教9 川越市教育委員会 平成元年（1989）19 愛宕神社古墳北遺跡 遺6 川越市教育委員会・遺跡調査会
20 河越館跡Ⅸ－古屋敷Ａ・Ｂ区調査報告書－ 遺7 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成２年（1990）21 小仙波２Ａ－１・２遺跡発掘調査報告書 遺8 川越市教育委員会・遺跡調査会
22 前谷遺跡・大道端遺跡発掘調査報告書 遺9 川越市教育委員会・遺跡調査会
23 川越城本丸西遺跡家老詰所移築に伴う発掘調査報告書（１） 遺10 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成３年（1991）24 五畑東遺跡（第１次）調査報告書 遺11 川越市教育委員会・遺跡調査会

25 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書Ⅹ－龍光第５遺跡・花見堂遺跡（第
２次調査）・天王遺跡（第７次調査） 教10 川越市教育委員会 平成４年（1992）

26 一番街トランス設置工事に伴う立会調査報告書 川越市教育委員会
27 小仙波四丁目遺跡（第５次）発掘調査報告書 遺12 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成５年（1993）28 熊野神社西遺跡－一次～三次調査報告書－ 遺13 川越市教育委員会・遺跡調査会
29 岸町横穴群調査報告書－1987年調査－ 遺14 川越市教育委員会・遺跡調査会
30 西河原遺跡－第１次調査－ 遺15 川越市教育委員会・遺跡調査会
31 龍光・新田屋敷遺跡－第２次調査－ 遺16 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成６年（1994）32 五畑東遺跡（第二次・三次）調査報告書 遺17 川越市教育委員会・遺跡調査会
33 川越市東下川原遺跡発掘調査報告書 川越市教育委員会 平成７年（1995）
34 弁天西遺跡（第４次調査） 遺18 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成８年（1996）35 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅠ－花見堂遺跡（第１次・第３次・第４次）－ 教11 川越市教育委員会
36 藤原町遺跡調査報告書（142－１次） 遺19 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成９年（1997）37 山王脇遺跡－第一次～第三次発掘調査報告書－ 遺20 川越市教育委員会・遺跡調査会
38 小仙波四丁目遺跡（第６次）発掘調査報告書 遺21 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成10年（1998）
39 天王・山王久保遺跡（第２次調査）龍光・新田屋敷遺跡（第５次調査） 遺22 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成11年（1999）
40 川越城二の丸跡発掘調査報告書 川越市教育委員会

平成12年（2000）41 河越館跡史跡整備に伴う発掘調査（第１次～４次） 河1 川越市教育委員会
42 川越城二の丸発掘調査報告書 川越市立博物館
43 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書ⅩⅡ－新田屋敷遺跡（第９次～12次）－ 教12 川越市教育委員会 平成13年（2001）44 弁天西遺跡（第15次調査） 遺23 川越市教育委員会・遺跡調査会
45 八幡前・若宮遺跡（第２次調査） 遺24 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成14年（2002）46 宮廻館跡（第２次） 遺25 川越市教育委員会・遺跡調査会
47 戸宮前館跡（第１次調査） 遺26 川越市教育委員会・遺跡調査会
48 霞ケ関遺跡（第17次・第18次） 教13 川越市教育委員会

平成15年（2003）49 県指定史跡　川越城跡（第11次調査） 遺27 川越市教育委員会・遺跡調査会
50 愛宕神社古墳遺跡（第２次調査）新宿２丁目遺跡（第１次調査） 遺28 川越市教育委員会・遺跡調査会
51 川越城跡（第15次発掘調査報告書） 遺29 川越市教育委員会・遺跡調査会

（凡例）…シリーズ番号の「教〇」は「教育委員会第〇集」、「遺〇」は「遺跡調査会第〇集」、「河〇」は「河越館跡調査第〇集」の略とする。
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52 山王脇遺跡（第８次調査）山王脇遺跡（第９次調査） 教14 川越市教育委員会

平成16年（2004）53 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書（15）　弁天西遺跡（第11次調査） 教15 川越市教育委員会
54 玉落塚２号墳・山城上遺跡（第１・２）発掘調査報告書 遺30 川越市教育委員会・遺跡調査会
55 川越城跡第４次調査発掘調査報告書 川越市立博物館
56 八幡前・若宮遺跡（第１次調査） 遺31 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成17年（2005）
57 天王遺跡（15次）発掘調査報告書 遺32 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成18年（2006）
58 山王脇遺跡（10次）発掘調査報告書 遺33 川越市教育委員会・遺跡調査会

59 川越市埋蔵文化財発掘調査報告書－弁天南第８次・大塚第２・３次・
山王久保第７次－ 教16 川越市教育委員会

60 川越城跡第２次調査発掘調査報告書 川越市立博物館
61 川越城跡－第22・23・24次発掘調査報告書－ 教17 川越市教育委員会

平成19年（2007）62 川越城跡－第25次発掘調査報告書－ 教18 川越市教育委員会
63 会下遺跡第３次調査 教19 川越市教育委員会
64 河越館跡史跡整備に伴う発掘調査 河2 川越市教育委員会
65 熊野神社西遺跡－第４次発掘調査・第５次発掘調査－ 教20 川越市教育委員会

平成20年（2008）66 牛塚北遺跡－第１次発掘調査報告書－ 教21 川越市教育委員会
67 川越城跡（第18次調査） 教22 川越市教育委員会
68 寿町東遺跡（第３次調査） 遺34 川越市教育委員会・遺跡調査会
69 山王久保遺跡（第６次調査） 遺35 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成21年（2009）70 霞ケ関遺跡（第19次調査） 遺36 川越市教育委員会・遺跡調査会
71 古海道東遺跡（第１次・第２次） 遺37 川越市教育委員会・遺跡調査会
72 東明寺南遺跡発掘調査報告書 遺38 川越市教育委員会 平成22年（2010）
73 花見堂遺跡（第９・10次発掘調査報告書） 教23 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成23年（2011）74 霞ケ関遺跡（第４次調査） 遺39 川越市教育委員会・遺跡調査会
75 霞ケ関遺跡（第６・10次調査） 遺40 川越市教育委員会・遺跡調査会
76 県指定史跡　川越城跡　中ノ門堀跡史跡整備事業報告書 川越市教育委員会 平成24年（2012）77 寿町東遺跡（第１次調査） 遺41 川越市教育委員会・遺跡調査会

78

弁天西遺跡（第２・５・６・７・９・10次）弁天南遺跡（第１次）浅
間神社南遺跡（第１・２次）浅間下遺跡（第４次）新田屋敷遺跡（第４・
８・13次）天王遺跡（第10・13次）会下遺跡（第５次）寿町東遺跡（第
２次）山王脇遺跡（第７次）南女堀遺跡（第１次）大塚遺跡（第１次）

遺42 川越市教育委員会・遺跡調査会

平成25年（2013）
79 堂山遺跡－第１次発掘調査報告書－ 教24 川越市教育委員会
80 三変稲荷神社古墳　第２次発掘調査報告書 遺43 川越市教育委員会・遺跡調査会

81

小仙波４丁目遺跡（第９・12・13・14次）弁天西遺跡（第８・12・
13次）弁天南遺跡（第３・４・６次）喜多院境内遺跡（第１次）霞ケ
関遺跡（第７・８・９・11・12・13・14・15・16次）天王遺跡（第
11・14次）龍光・新田屋敷遺跡（第６次）南紫野遺跡（第１次）東
下川原遺跡（第２次）山王脇遺跡（第５次）愛宕側遺跡（第１次）

遺44 川越市教育委員会・遺跡調査会

82 山王脇遺跡（第12次調査） 遺45 川越市教育委員会・遺跡調査会 平成26年（2014）
83 浅間下遺跡－第５・６・８次発掘調査報告書－ 教25 川越市教育委員会 平成27年（2015）84 河越館跡史跡整備に伴う発掘調査 河3 川越市教育委員会

85 古海道東遺跡（第３次）豊後山遺跡（第１次）南久我原遺跡（第３次）
発掘調査報告書 教26 川越市教育委員会 平成28年（2016）

86 天王遺跡（第16次調査） 遺46 川越市教育委員会・遺跡調査会
87 川越城跡　第30・31・33次発掘調査報告書 教27 川越市教育委員会 平成29年（2017）
88 山王塚古墳　総括報告書 川越市教育委員会 令和元年（2019）

89 川越市指定史跡　松平大和守家廟所保存整備工事に伴う発掘調査　－
喜多院境内遺跡（第３次・第４次・第５次調査）－ 教28 川越市教育委員会

令和２年（2020）90 山王脇遺跡　第４次・６次発掘調査報告書 教29 川越市教育委員会
91 弁天南遺跡（第７次調査） 教30 川越市教育委員会
92 新田屋敷遺跡（第14次調査） 教31 川越市教育委員会 令和３年（2021）93 天屋坂遺跡（第１次調査） 教32 川越市教育委員会
94 川越城跡（第８次調査） 教33 川越市教育委員会 令和４年（2022）

（凡例）…シリーズ番号の「教〇」は「教育委員会第〇集」、「遺〇」は「遺跡調査会第〇集」、「河〇」は「河越館跡調査第〇集」の略とする。

川越市文化財把握調査報告書一覧②（発掘調査報告書類）
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川越市立博物館発行／文書目録（収蔵文書）
1 伊藤禎二氏寄贈文書 博1 川越市立博物館 平成２年（1990）
2 灌頂院寄託文書 博2 川越市立博物館 平成３年（1991）
3 入間郡打越村文書、岸伝平氏収集文書 博3 川越市立博物館 平成４年（1992）
4 上寺山時田家文書、三芳野神社近代史料 博4 川越市立博物館 平成５年（1993）
5 比企郡上熊井村文書 博5 川越市立博物館 平成７年（1995）
6 香取家文書 博6 川越市立博物館 平成９年（1997）
7 山畠家文書 博7 川越市立博物館 平成10年（1998）
8 諸家文書（栗原家、森脇家、小杉家、旧松本家、後藤家） 博8 川越市立博物館 平成11年（1999）
9 山畠家文書追加　小高亨氏寄贈山畠家文書 博9 川越市立博物館 平成12年（2000）
10 元町戸田家文書 博10 川越市立博物館 平成20年（2008）
11 諸家文書（木村家、山崎家、矢島家、松岡家） 博11 川越市立博物館 平成22年（2010）
12 喜多町染谷家文書、六軒町中澤家文書 博12 川越市立博物館 平成23年（2011）
13 細田源吉文書 博13 川越市立博物館 平成27年（2015）
14 大谷家文書、梅田家文書、光西寺松井家文書 博14 川越市立博物館 平成28年（2016）
川越市立博物館発行／文書目録（収蔵文書以外）
1 光西寺松井家文書目録 川越市立博物館 平成３年（1991）
2 「中福阿弥陀堂文書目録」並びに「中福村生国並宗門改帳」 川越市立博物館 平成４年（1992）
3 今福山口家文書目録 川越市立博物館 平成６年（1994）4 豊田本自治会保管文書目録 川越市立博物館
5 上新河岸遠藤家文書目録 川越市立博物館 平成７年（1995）
6 古谷上松本家文書目録　1 川越市立博物館 平成13年（2001）
7 古谷上松本家文書目録　2 川越市立博物館 平成14年（2002）
8 南田島自治会保管文書目録・連雀町自治会保管文書目録 川越市立博物館 平成15年（2003）
9 渡辺刀水収集文書目録 川越市立博物館 平成19年（2007）
10 太田家文書目録 川越市立博物館 平成21年（2009）
11 大中居長嶋家・仙波原家文書目録 川越市立博物館 平成24年（2012）
12 菅間竹ノ谷家文書目録 川越市立博物館 平成25年（2013）
13 上寺山帯津家文書目録 川越市立博物館 平成26年（2014）
14 下広谷自治会保有文書目録 川越市立博物館 平成29年（2017）
15 小杉権次郎氏収集文書・旧鍛冶町名主北野家文書目録 川越市立博物館 平成30年（2018）
16 旧鏡山酒造竹内家文書目録 川越市立博物館 令和元年（2019）
17 笠幡発智家文書目録 川越市立博物館 令和２年（2020）
川越市立博物館発行／史料集
1 川越喜多町名主御用日記　1 川越市立博物館 平成28年（2016）2 川越藩松平大和守家記録　1 川越市立博物館
3 川越喜多町名主御用日記　2 川越市立博物館 平成29年（2017）4 川越藩松平大和守家記録　2 川越市立博物館
5 川越喜多町名主御用日記　3 川越市立博物館 平成30年（2018）6 川越藩松平大和守家記録　3 川越市立博物館
7 川越喜多町名主御用日記　4 川越市立博物館 令和元年（2019）8 川越藩松平大和守家記録　4 川越市立博物館
9 川越喜多町名主御用日記　5 川越市立博物館 令和２年（2020）10 川越藩松平大和守家記録　5 川越市立博物館
11 川越藩松平大和守家記録　6 川越市立博物館 令和５年（2023）
川越市立図書館発行／文書目録
1 岡村一郎氏収集文書、梅田正武家文書 図1 川越市立中央図書館 平成13年（2001）
2 安比奈新田文書 図2 川越市立中央図書館 平成17年（2005）
3 霞ケ関村役場文書 図3 川越市立中央図書館 平成24年（2012）
4 川越市役所文書 図4 川越市立中央図書館 平成29年（2017）
川越市教育委員会発行／文書目録
1 旧南町保有文書、幸町服部家文書、幸町宮岡家文書、武蔵三芳野名勝図会 指1 川越市教育委員会 昭和59年（1984）
2 成田家文書 指2 川越市教育委員会 昭和60年（1985）
3 水村家・小川家・矢沢家文書 指3 川越市教育委員会 昭和61年（1986）
4 氷川神社文書、郭町北野家文書 指4 川越市教育委員会 昭和63年（1988）
5 川越市古文書目録（下小坂平野家文書） 川越市教育委員会 昭和62年（1987）
6 元町二丁目井上家文書目録 川越市教育委員会 平成19年（2007）
7 山田八幡神社所蔵（岩澤家）文書目録 川越市教育委員会 平成21年（2009）
8 下新河岸齋藤家文書目録 川越市教育委員会 平成22年（2010）
9 行傳寺蔵書・文書目録 川越市教育委員会 平成22年（2010）
10 川越商工会議所関係文書目録　1 立教大学経済研究所 平成23年（2011）
11 川越商工会議所関係文書目録（DVD-ROM） 立教大学経済研究所 平成24年（2012）
12 下小坂平野家文書目録 川越市教育委員会 令和２年（2020）

（凡例）…シリーズ番号の「博〇」は「川越市立博物館収蔵文書目録第〇集」、「図〇」は「川越市立図書館収蔵文書目録第〇集」、「指〇」
は「川越市指定文化財古文書目録第〇集」の略とする。

川越市文化財把握調査報告書一覧③（古文書目録・史料集一覧）
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　①　有形文化財

　　Ⅰ　建造物

　民家の調査として、埼玉県教育委員会が『埼玉県の民家』（1972）により、蔵造り町家と武家屋敷に

ついての調査を行い、その後川越市が、本市の特徴ともいえる蔵造り町家について『蔵造りの町並み―

川越市伝統的建造物群に関する調査報告書』（1976）、『川越の蔵造り―川越市指定文化財調査報告書』

（1983）を刊行しました。蔵造り町家以外の調査としては、市内の寺社建築の悉皆調査である『川越の

神社建築』（2004）と『川越の寺院建築』（2008）が、近代建築についての調査では『埼玉県の近代化遺

産』（埼玉県教育委員会、1996）『埼玉県の近代和風建築』（埼玉県教育委員会、2017）があります。

　　Ⅱ　古文書

　古文書の調査は、中世から近世初期の寺社所蔵文書を紹介した、『埼玉県古文書所在目録』（埼玉県、

1960）があります。市内にある古文書は、古くから市立中央図書館が、平成以降は市立博物館が収集し、

それぞれが収蔵する資料の目録を刊行してきました。また、博物館と文化財保護課は、市内在住の個人

が所蔵する文書についても目録を作成しています。また、古文書の翻刻作業も博物館において進められ、

『川越喜多町名主御用日記』（2016～2020）、『川越藩松平大和守家記録』（2016～）の翻刻による史料集

の作成が、博物館ボランティアによって進められています。

　　Ⅲ　歴史資料

　古文書目録として発刊されたものの中には、市立中央図書館の『霞ケ関村役場文書』『川越市役所文書』

のように、近代以降の自治体や団体などで作成された歴史資料があります。地域計画作成にともなう調

査で、名細地区の名細村行政文書（文書箱73箱・点数2701点）と、大東地区の大東村行政文書（文書

箱27箱・点数827点）の整理・目録化の調査作業を行いました。

　②　民俗文化財

　　Ⅰ　有形の民俗文化財　

　川越では特に関心が高い川越氷川祭の山車等について調査した『川越の山車』（1956）や石仏などの

石造物に関する『川越の石佛』（1973）が刊行されました。地域計画作成にともなう調査では、まず石

造物について、高階地区（36件）では現状確認を、霞ケ関・霞ケ関北・川鶴地区（106件）、名細地区

（200件）、山田地区（82件）では、現状確認と新規の調査を実施しました。その結果、『川越の石佛』（1973）

において確認されたもの以外の石造物も多く確認できました。

　また、民具については、町方民具の調査報告書である『有形民俗文化財調査報告書』第１集（1978）、

第２集（1982）が、農村部の生産・生業に関する民具調査である『川越山田地区民具調査報告書　鹿

倉家の民具』（2007）があります。市立博物館では、昭和50年代から農機具等の民具収集を行っており、

収蔵品展などで紹介しています。



第４章

52

　　Ⅱ　無形の民俗文化財

　昭和12年（1937）に川越高等女学校郷土研究室が整理した『川越地方郷土研究』『川越地方昔話集』

など、古くから調査が行われています。埼玉県は『埼玉の民俗』（1966）で川越市内の平地水田地帯の

民俗について調査しており、続いて『埼玉の万作』（1978）、『埼玉の神楽』（1980）、『埼玉の地芝居』

（1981）、『埼玉の民謡』（1981）などの民俗芸能調査や、『埼玉県民俗工芸緊急調査報告書』（1984～）な

どの報告書を刊行しています。本市では、『川越の伝説』（1981）、『続川越の伝説』（1984）、『川越市の年中

行事（Ⅰ）』（1999）、『川越市の年中行事（Ⅱ）』（2001）、『川越氷川祭りの山車行事調査報告書』（2003）、

『川越の民俗調査報告書福原南古谷の民俗』（2005）、『川越の民俗調査報告書山田地区の民俗』（2013）な

どを発刊しています。

　③　記念物

　　Ⅰ　遺跡　

　川越市上戸にある河越氏の居館跡は、昭和46年（1971）から確認調査が始まり、『河越館址遺跡』（1972）

を発刊以降、順次範囲確認の調査を報告書にまとめ、昭和59年（1984）に「河越館跡」として国指定

史跡となった後は、史跡整備に伴う発掘調査を実施しています。

　④　伝統的建造物群

　昭和50年（1975）の文化財保護法改正により伝統的建造物群保存地区制度が創設される以前から、

本市では町並み保存についての運動が起こり、昭和48年（1973）に川越青年会議所から『川越の蔵造

りを中心とした歴史的景観保存運動経過報告書』が発行されました。昭和56年（1981）には『川越の

町並みとデザインコード』で蔵造りの町並みを残すためのルール作りが試みられ、昭和61年（1986）

の『川越一番街商店街活性化モデル事業報告書』等の調査を経て町並み委員会が発足しました。昭和

63年（1988）には『川越一番街町づくり規範』が制定され（令和５年改訂）、後の川越市都市景観条例

に繋がっていきました。

　その後、伝建地区の検討が始まり、平成11年（1999）に「川越市川越伝統的建造物群保存地区」が

重要伝統的建造物群保存地区に選定されました。令和元年（2019）には重伝建選定20周年シンポジウ

ムを開催し、20周年記念誌「でんけん川越－まちづくりのあゆみ－」を刊行しました。

　⑤　埋蔵文化財

　市内における組織的な埋蔵文化財調査のさきがけは、昭和28～29年（1953～54）の仙波町に所在す

る古代の集落跡の発掘調査でした。この調査により『川越市仙波古代集落跡発掘報告書』（1956）が刊

行されました。行政による発掘調査の成果は、昭和47年（1972）『川越市埋蔵文化財発掘調査報告書第

１集』が出版されて以来、逐次刊行されています。
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２．歴史遺産の調査の課題

川越市の調査の課題

・これまでの本市における歴史遺産に関する調査を整理した結果、分野別では、建造物、美術工芸品

の古文書、考古資料、民俗文化財、遺跡については、調査が概ね実施されています。しかし、当市

を代表する歴史遺産の建造物や祭礼山車の図面作成などの詳細調査は不十分です。

・美術工芸品の書跡・典籍や歴史資料は、指定文化財の歴史遺産は調査されていますが、全体的な把

握調査は不十分です。また、伝統的建造物群は、既存の地区以外は未調査です。その他、無形文化

財、動物・植物・地質鉱物、名勝地、文化的景観についての把握調査は未実施です。

・地区別では、旧城下町である本庁地区の調査が充実している一方、そのほかの地区は、建造物と遺

跡の分野以外の調査が進んでいません。

・市史編纂事業は、昭和37年（1962）から開始し、昭和61年（1986）に大部分が終了しました。

この事業に伴って把握した歴史遺産の現状確認が必要です。

・指定文化財等の現状については、市制施行100周年記念「川越市の文化財」改訂事業で確認しまし

たが、定期的な確認が必要です。

歴史遺産の調査の状況

地区名

有形文化財
無形
文化財

民俗文化財 記念物
文化的
景観

伝統的
建造物群

その他

建造物
美術工芸品

有形 無形 遺跡 名勝地 動物、植物
地質鉱物

伝説
地名等絵画、彫刻

工芸品
書跡・典籍
古文書 歴史資料 考古資料

①本庁 〇 〇 〇 〇 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 △ 〇

②芳野 〇 〇 △ △ 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 未 〇

③古谷 〇 〇 △ △ 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 未 〇

④南古谷 〇 〇 △ △ 〇 未 △ 〇 〇 未 未 未 未 〇

⑤高階 〇 〇 △ △ 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 未 〇

⑥福原 〇 〇 △ △ 〇 未 △ 〇 〇 未 未 未 未 〇

⑦大東 〇 〇 △ 〇 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 未 〇

⑧霞ケ関 〇 〇 △ 〇 〇 未 〇 △ 〇 未 未 未 未 〇

⑨霞ケ関北 〇 〇 △ △ 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 未 〇

⑩川鶴 〇 〇 △ △ 〇 未 △ △ 〇 未 未 未 未 〇

⑪名細 〇 〇 △ 〇 〇 未 〇 △ 〇 未 未 未 未 〇

⑫山田 〇 〇 △ △ 〇 未 〇 〇 〇 未 未 未 未 〇
註　〇：おおむね調査済、△：調査不足、×：該当なし、未：未調査
＊石造物については、有形の民俗文化財に含む。


